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             疫学研究と生物統計：現状と展望
                                    佐 藤 俊 哉
 疫学研究で用いられている生物統計手法のレビューを行った結果のうち，疾病発生リスクの回帰モデ
ルを発表者の今後の研究課題として報告した．
 個人の疾病発生リスクのモデル化として，9enera1ized1inear modelと同様に9enera1ized risk
regression mode1，
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紹介した．このようなsparse－dataにおけるadditive risk，re1ative risk regressionの有効た推定方法
を開発するためには，Liang and Zeger（1986）の9enera1ized estimatingequationアプローチを1ogit
1ink以外の1ink fmction（identity or1og1ink）に拡張する必要があることを述べた．
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             意識の国際比較方法論の研究
                                    鈴 木 達 三
 意識の国際比較における連鎖的調査企画・データ分析方法の実用化研究では，調査システムの具体的
適用により問題点を克服し，一般的た実用化を目的としている．
 平成4年度は，1．比較対象社会（イタリア）に関する基礎情報の収集及び整理を進め，2．収集調査
データの二次的再分析，分析結果の検討をした．3．調査に取り入れる質問項目を選定し；連鎖的方法で
調査票原案を作成した．4．質問項目のイタリア語への翻訳，再翻訳によるチ手ックにより，質問文を確
定した．5．調査企画における問題点を検討，整理し調査実施の委託調査機関の検討を進めPRAGMA
杜に委託した．6・調査実施は（イ争リア，ローマPRAGMA杜）a・プリテスト実施，結果検討，本調
査用調査票確定（11月13日），b．調査地点および調査対象者のサンプリングの手順を経て，c．本調査
は11月20日から実施し，調査回答者（集計サンプル）は1048．7．データクリーニングは12月中に完
了，8．分析計画作成，9．データ分析，連鎖的調査分析方法の検討，10．イタリア側研究者と調査企画，
データ分析法に関する全般的検討を行った．
 しかし，当初は文書の交換で調査実施可能と判断し，調査計画を進めたが，調査項目の選定および決
定において質問のワーデソグ等に問題が生じ，研究者の助言等現地での交渉が必要となった．これによ
りこの方法の実用化に関して，配慮すべき点がより明確になった．これらは，（1）比較対象社会の社会制
度，社会慣習，および日常的文化背景についてより一層の考察が必要であること，（2）質問項目の選定等
を具体化するに当たって，比較対象社会で同等な測定手段となるようにするためには質問文の翻訳等に
複数のチャンネルを利用して計画を進めることが効果的であること等である．これらをふまえてマニュ
アルをより実用的なものとする．
